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日本列島には、毎年のように多くの台風が接近・上陸します。台風に伴い数多くの重

大海難が発生し、貴重な人命、船舶、積荷の被害が発生しています。1954 年、津軽海峡

における洞爺丸遭難は、死亡・行方不明 1,155 名という史上最悪の台風海難となりまし

た。このちょうど 50 年後の 2004 年、日本列島を記録的な数の台風が襲い、船舶にも深

刻な被害をもたらしました。 

日本では、台風に関する多くの教訓を蓄積し、これを海難の再発防止に活用する努力

を続けていますが、最近では、台風の実態や、有益な操船方法についての情報に乏しい

外国人船員による深刻な事故が数多く発生しています。 

この「MAIA DIGEST」は、台風の特徴、台風海難の詳細な分析、過去の海難から得られ

る教訓、その他の情報を、外国人船員の方々にもできるだけ容易に理解していただける

よう整理したものです。 

この「MAIA DIGEST」が台風海難防止の一助となることを強く期待しています。 
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台　風 期　間 最大風速(m/s) 最大瞬間風速(m/s) 気象官署

４号 6月11日～11日 29.2 51.5 宮古島

６号 6月21日～22日 43.7 57.1 室戸岬

１０号 7月31日～8月2日 47.7 60.9 室戸岬

１１号 8月 4日～ 5 日 20.3 29.8 潮岬

１５号 8月20日～20日 27.1 48.7 厳原

１６号 8月30日～31日 46.8 58.3 室戸岬

１８号 9月 7日～ 8 日 33.3 60.2 広島

２１号 9月29日～30日 31.5 52.7 鹿児島

２２号 10月 9日～10日 39.4 67.6 石廊崎

２３号 10月20日～21日 44.9 59.0 室戸岬

1. 海難の発生状況 

1.1 2004 年に上陸した台風の経路及び風速 

2004 年に上陸した台風は 10 個で，観測史上最多(平年 2.6 個)となり，うち 7 個の台風

が瀬戸内海を通過し，室戸岬，広島及び石廊崎の各気象官署では最大瞬間風速が 60m/s
を超えるなど，日本各地で暴風が吹き荒れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風 23 号 
（10 月） 

台風 6 号 
（6 月） 

台風 10 号
（7 月） 

台風 11 号 
（8 月） 

台風 15 号 
（8 月） 

台風 16 号
（8 月） 

台風 18 号 
（9 月） 

台風 21 号 
（9 月） 

台風 22 号
（10 月） 台風 4 号 

(6 月) 

18 号 
広島 60.2m/s 

10 号 
室戸岬 60.9m/s 

22 号 
石廊崎 67.6m/s 

※実線は台風，破線は熱帯低気圧または温帯気圧を示す。 
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1.2 台風 18 号と 23 号による主な海難 
台風 18 号では，九州と中・四国地方が台風進路の右半円に入り，特に，瀬戸内海では

長時間にわたって暴風が吹き荒れ，山口県笠戸島沖で錨泊中の貨物船トリ アルディアン

トが乗り揚げて，乗組員 20 人全員が死亡・行方不明となったほか，広島港内で岸壁係留

中の貨物船ブルーオーシャンが沈没し，乗組員 4 人が死亡した。 

また，台風 23 号では，富山湾で錨泊中の練習帆船海王丸が走錨して乗り揚げ，30 人

が負傷したほか，伏木富山港内で岸壁係留中の旅客船アントニーナ ネジダノバが，避難

時機が遅れて離岸できなくなり，そのまま転覆した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貨物船ブルーオーシャン 
(3,249 ﾄﾝ)沈没 
9 月 7 日広島県廿日市市 
全損，死亡 4 人 

貨物船トリ  アルディアント
(6,315 ﾄﾝ)乗揚 
9 月 7 日山口県下松市笠戸島 
全損，死亡 19 人，行方不明 1 人 
 

引 船 Ｈ Ｕ Ａ － Ｊ Ｉ
(1,436 ﾄﾝ)遭難 
9 月 7 日鹿児島湾 
 

貨物船千早丸(6,835 ﾄﾝ)
乗揚 
9 月 7 日愛媛県二神島 
重損，死亡 1 人 

貨物船マウント アカボシ
(9,585 ﾄﾝ)乗揚 
10 月 20 日大分県佐伯湾 
軽損 

貨 物 船 フ ク オ ー シ ン
No.7(16,788 ﾄﾝ)乗揚 
9 月 7 日高知県長浜 
重損 

貨物船しゅり(9,813 ﾄﾝ)乗揚
10 月 20 日来島海峡馬島 
重損 

台風 18 号 台風 23 号 

18 号関連 

23 号関連 

 

旅客船アントニーナ ネジダノバ
(4,254 ﾄﾝ)遭難 
10 月 20 日伏木富山港 
全損 

練習船海王丸(2,556 ﾄﾝ)
乗揚 
10 月 20 日伏木富山港 
重損，負傷 30 人 
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事件種類別内訳                      船種別内訳 

外国船の割合                  死亡・行方不明者の割合 

1.3 事件種類別，船種別の発生状況 

2004 年に発生した台風海難を事件種類別にみると，「遭難」(大雨で流れ出した流木等

にプロペラ等が接触して損傷したものなど)が 102 件(44%)と最も多く，次いで「衝突(単)」
(岸壁係留中，強風により岸壁に衝突したものなど)が 54 件(23%)，「乗揚」(走錨して浅

瀬などに乗り揚げたものなど)が 32 件(14%)となっている。 
また，船種別でみると，貨物船が 83 隻(31%)，旅客船・フェリー49 隻(18%)となって

おり，この２種で全体の半数を占めている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4 外国船による台風海難の状況 

日本船と外国船を比較すると，日本船が 254 隻(95%)であるのに対し，外国船は 14 隻

で全体の 5%であるが，死亡・行方不明者数では，日本船の 7 人(20%)に対し，外国船は

28 人と全体の 80%を占めており，外国船の全損海難に伴い，多くの死亡・行方不明者が

発生している。外国船 14 隻の内訳は，船籍別では，パナマ共和国籍が 4 隻で最も多く，

次いで大韓民国籍及びロシア連邦籍が各２隻となっている。船長の国籍別では，台風に

縁遠いロシア連邦が 4 隻と最も多くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貨物船,
83隻, 31%

旅客船,
49隻, 18%

引船,
25隻, 9%

漁船,
 21隻, 8%

プレジャー
ボート,

19隻, 7%

押船,
18隻, 7%

はしけ,
 16隻, 6%

油送船,
16隻, 6%

作業船,
 6隻, 2%

その他,
12隻, 5%

不詳,
3隻, 1%

268隻

日本船,
254隻, 95%

外国船,
 14隻, 5%

268隻

遭難, 102件,
44%

その他,4件,
2% 転覆,

6件, 2%

衝突,
16件, 7%

属具損傷,
19件, 8%

乗揚,
32件, 14%

衝突（単）,
54件, 23%

233件

外国船での
死亡・行方不

明者,
28人, 80%

日本船での
死亡・行方不

明者,
 7人,20%

35人
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2. 台風による海難の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12:00 台風の勢力が自己の予想に 

25 日 06:00  志布志湾が強風域に入る。 

09:00  気象情報により，志布志湾が右半円の暴

風域に入ることが予想された。 
 

★しかし，船長は 

Ｃ号：貨物船(パナマックス型) 36,080 ﾄﾝ 乗組員 19 人(国籍インド 4人，フィリピン 15 人) 

   とうもろこし 40,280 ﾄﾝ積 米国ニューオリンズ港→鹿児島県志布志港→志布志湾(避泊中)

船長：44 歳 インド国籍 海上経験 27 年 船長経験 7年 志布志港は初入港 

発生日時・場所：平成 14 年 7 月 25 日 21 時 15 分 鹿児島県志布志湾 

気象等：雨 東北東風 風力 10 波高 5m 下げ潮初期 

損傷等：船体中央部が折損して全損 燃料油の一部が流出 乗組員 4人が死亡 

Case1 台風の右半円の湾内で避泊中の外国船が走錨して乗揚 

 
Ｃ号は，志布志港で揚荷役中，台風 9 号の接近に伴って鹿児島湾に避難することにし，同港を

出港した。Ｃ号は，鹿児島湾に直航せずに志布志湾で錨泊(単錨泊 6 節使用，12 節保有)して台風

の動向を見極めることにした。Ｃ号は，ナブテックス等の台風情報から勢力が衰えると判断し，

錨鎖 6 節のまま志布志湾で錨泊を続けた。しかし，予想に反して台風の勢力が衰えず，やがて台

風の右半円の暴風域に入り，暴風と湾内に侵入するうねりによって走錨し，乗り揚げた。 

海難の概要 

22 日 07:36 Ｃ号志布志港入港 揚荷役開始 
23 日      代理店と打ち合わせ 

台風の接近で避難勧告が出されるとの情報 

船長 

代理店 

担当者 

 
鹿児島湾までは 11 時間かかるし･･･ 

初めてだし･･･ 
志布志湾には，同型船 M 号も錨泊し 

ているし･･･ 
機関と舵で何とかなるだろう 

→→ 鹿児島湾に避難することに決定 でも初入湾 

台風が志布志湾の南方を通過する場合は

どこに避難すればよいか？ 

志布志湾は，避難錨地に適さない。 

これまで大型船は鹿児島湾に避難していた。

＊台風の国際表記(3 階級に分類) 

33m/s≦ Ｔ(typhoon) 
25m/s≦ ＳＴＳ(severe tropical storm) ＜33m/s
17m/s≦ ＴＳ(tropical storm)  ＜25m/s 

 24 日 12:00 観測 
17 ノットで西進

最大風速 36m/s

24 日 10:40 荷役を中断して離岸 
11:30  避難海域の鹿児島湾に直航せずに志布志湾

に錨泊。台風の動向を見極めることにした。

【水深 25m 底質砂 右舷錨･錨鎖 6節】 

夕刻Ｃ号とほぼ同型のＭ号が志布志湾北部で錨泊 

海図に台風の位置，進行方向，速度だけを記入 

強風域や暴風域の記入なし。 

! 台風のランクがＴから STS に一階級下がった(*) 

! 今後 24 時間で風速 28m/s に下がると予報 

! いまだに湾内は風速 10m/s 未満で波高 2m 

→このまま勢力が衰えると判断 
→→志布志湾で錨泊を続けることにした。 
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        反して衰えないまま西北西に進む 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
16:00 北風が急に強くなり風速 15m/s を超え，湾口から侵入していたうねりの波高も高くなる。 

→守錨当直を強化したものの，依然として外洋に避難せず 
16:24 機関の使用開始 錨鎖は 6節のまま 
16:30 志布志湾が台風の右半円の暴風域に入る。 
17:00 風向が北東に変わる 波高 3m 

19:30 台風最接近 風向が東北東に変わる。 
風速 17m/s 最大瞬間風速 28m/s 波高 5m 

20:30 走錨開始 風速 25m/s 最大瞬間風速 35～41m/s 最大波高 8m 

20:40 レーダーで走錨を確認  
揚錨開始→錨鎖 6節中 2節だけ巻き揚げたところで，錨鎖が極度に緊張して揚錨が困難になる。 

21:15 水深 10m のところに船尾が乗揚 
    
   船体の中央部が折損したので，全員ヘルメット及び救命胴衣を着用 

し，救命艇に乗り組んだ。救命艇を降下中，波浪によって船体外板に 

激しく打ち付けられて損傷したため，全員が救命艇から海中に脱出し 

た。乗組員 15 人は海岸に泳ぎ着いたが，4人が溺死した。 

 

① 台風に対する認識が不足している 

離岸後は代理店からのインターネットによる台風情報が入手できなくなり,ナブテックス，気象

ファックス及びインマルサットＣの気象情報を入手していた。 
当直航海士がナブテックスの 3 時間前の観測結果による台風位置，進路及び速度を海図に記入

していたが，暴風域や強風域は記入していなかった。 
→ナブテックスの台風情報により台風の勢力がこのまま衰えると希望的な観測 
→暴風域に入ることや風向の変化と波浪の侵入についての危機意識が欠如 
→船長と各航海士(いずれもインド国籍)の台風に対する認識の甘さ 

② 避難海域等の情報が不足している 

Ｃ号船長と代理店の担当者とが打ち合わせをした際，Ｃ号船長は担当者に｢どこに避難すればよ

いか?｣と質問し，担当者から｢志布志湾は避難錨地に適さない。これまでの大型船は鹿児島湾に避

難していた。｣との助言を得て, 鹿児島湾に避難することに決定した。 
→実質的な船舶所有者は日本の会社であるが，運航管理会社は外国の会社である。 
→鹿児島湾への入湾経験がないことに不安があった。 
→荒天下，鹿児島湾まで約 11 時間を要する。また，荷役を中断したので，台風通過後は再び

志布志港に入港する必要があった。 
③ 同型船が志布志湾に錨泊していたことへの安心感があった 

志布志湾北東部の福島港沖に外国船Ｍ号(38,567 トン)が錨泊していたので安心感があった。 
Ｍ号は，水先人から｢東の風なら志布志湾北東部の福島港沖が良い。｣との助言を受け，錨鎖 9～10 節 

で同港沖に単錨泊した。しかし，暴風とうねりによって走錨したものの，乗り揚げには至らなかった。

ＢＡＣＫＧＲＯＵＮＤ！ 
志布志湾で錨泊を続けた背景

外国船に対するサポートを十分に! 

◆外国船は，台風に対する認識が甘く，台風避難の経験が少ない上，避難海域についての情報不

足から，避難の時機が遅れたり，避難海域の選定が適切でなかったことによって台風海難に遭

遇しています。 
→運航管理会社が外国の会社である船舶は，台風や避難海域に関する情報が入手しにくい状

況にあります。 
→特に，離岸後は，代理店などから最新の台風情報等の入手ができなくなります。 

外国船は台風に関するきめ細かな情報の提供を受けるべきです。 
船長は現地代理店との連絡を密にし，必要な情報の提供を求める必要があります。 

Case1
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風速(m/s)

時間

N

都井岬灯台の風速 
志布志湾石油備蓄基地 
シーバース(SB)の風速

ＰＯＩＮＴ！     風 と 波 

◆台風の最接近前後における風向の変化に注意しましょう。また，風に対する遮蔽物が少ない

海上では，平均風速の 1.5～2 倍の最大瞬間風速を見込んでおきましょう。 

◆うねりが高くなると走錨の危険性が著しく増大します。うねりの侵入が予想される錨地は避

けましょう。また，ときおり有義波高の 1.5～2 倍の最大波高が出現することがあります。 

Ｃ号が，錨泊中に風だけを受ける場合と，風とうねりとを受ける場合とで，錨泊限界にどの程度の違

いが出てくるのか，シミュレーション計算結果を見てみます。  
水深 25m 底質砂 機関不使用 

係駐力 

錨鎖にかかる張力(風だけ) 

錨鎖にかかる張力(風とうねり) 

係駐力 

走錨 

(張力が係駐力を

超える) 

正面から風だけを受ける場合 

風圧力の増加に伴って錨鎖の着底部分が減

少するため，錨鎖による係駐力は減少します。

しかし，全体の係駐力には十分余裕があるた

め，どの錨鎖長においても走錨しません。 

12 節  10 節  9 節  8 節  6 節
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波高(m) 

時間

風向の変化は要注意信号 

志布志湾奧部の有義波高 
最大波高 

波高の状況 

風向・風速の変化 Case1

うねりが侵入しない錨地でないと

係駐力
張力

張力が係駐力

より大きくな

った時点を走

錨とした。

 志布志湾における平成 14 年
7 月 25 日観測の風向風速，波高
の変化は右グラフのとおりで
す。 
台風の最接近前において，風

向の変化とともに，風が急に強
くなっています。 

また，台風進路の右半円で発
生した大きなうねりが，風向の
変化と時を同じくして湾内に
侵入しています。 

正面から風とうねりを受ける場合 

(波高 5m，波長 200m) 

うねりが加わる場合は，風圧力及び波漂流

力(波が浮体を移動させる力)により，錨鎖の

張力が風速 10m/s で約 50 トンに達し，この時

点で張力が錨鎖 6 節での係駐力を超えて走錨

します。また，風速 15m/s では錨鎖 8節，25m/s

では 12 節でも走錨することになり，うねりの

影響が大きいことがわかります。 

 

SB 19:30 最接近

波浪の影響が大きいことに注意 

19 30 最接近
19:30 最接近
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一般公開と海洋研修生等の下船予定 

翌日，伏木富山港で練習帆船の一般公開が予定され

ていた。また，海洋研修生等 20 人が同港で下船する

予定となっていた。  

運航を管理する側の確認・助言 

運航を管理する側は，船長に運航を委ねたままで，

錨泊方法などの確認や助言をしなかった。また，乗組

員も富山湾で錨泊を続けることについて，船長と同じ

考えで，特に進言などはなかった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

10 月 18 日 14:00 室蘭港出港  

20 日 07:15 伏木富山港港域内にて錨泊  

右舷錨・錨鎖 7節 水深 17m 底質砂  

台風は種子島の東方 60km を北東に 45km/h で進行 

09:50 富山県東部に強風波浪注意報を発表  

20日昼過ぎから21日昼前にかけて最大風速が海上で

25m/s 波高 5m と予報  

10:30 ごろ 水先人から代理店を通じて｢その錨地では危険

なので七尾湾に避難するように｣と伝言があった。 

12:00 台風の最接近を 23 時ごろと予測  

守錨当直を甲板手 1人体制から，航海士 1人を加えた

2人体制とした。 

13:00 ごろ 台風は最大風速 40m/s の大型で強い勢力を保っ

たまま高知県土佐清水市付近に上陸 

13:30 過ぎ 風向が北東に変わり，風が急に強くなった。 

14:30 北東風 平均風速が 15～20m/s に達した。 

右舷錨鎖を7節から9節に延長 振れ止め錨として左

舷錨・錨鎖 3 節使用 

15:20 強風波浪注意報を暴風波浪警報に切り替え  

波高 6m と予報 

17:00 ごろ 平均風速が 25m/s を超えるようになった。 

17:30 機関用意とした。 

18:00 船長昇橋  

19:00 ごろ 一等航海士を船首に配置 機関使用を開始(極

微速力前進～微速力前進) 北北東風 平均風速 25～

30m/s 波高 4～5m となり，やがて 35m/s に達した。 

19:40 走錨開始 

19:52 船長が走錨を確認  

20:00 ごろ 左舷錨から揚錨開始  

20:10左舷錨鎖 2節を残して揚錨機が過負荷運転となり，揚

錨不能となった。以後，機関を使用して圧流防止措置

をとる。平均風速 30m/s 

21:00 ごろ 波高が 6m にも達し，全速力前進をかけても圧流

が続き，検疫錨地付近から更に外防波堤に接近した。

22:25 激しい船体の動揺によって底触 

22:30 機関が自停し，機関室船底部から浸水開始，全員に

救命胴衣を着用させ，VHF で海上保安庁に救助を要請

22:47 外防波堤基部の消波ブロックに乗り揚げた。   

Ｋ丸：練習帆船 2,556 トン 乗組員 63 人 実習生等 104 人 室蘭港→伏木富山港 

船長：48 歳 一級海技士（航海） 海上経験 26 年 船長経験 3年  

発生日時・場所：平成 16 年 10 月 20 日 22 時 47 分 伏木富山港（避泊中） 

気象等：雨 北風 風力 12 波高 6m 上げ潮中央期 

損傷等：船底に破口を生じて浸水 乗組員等 30 人が負傷 

Case2 台風の左半円の湾内で避泊中の練習帆船が走錨して乗揚 

 
船員教育機関が運航管理する練習帆船のＫ丸は，航海実習の目的で，室蘭港から伏木富山港に

向かい，台風避難のため同港港域内で錨泊を開始した。 

Ｋ丸は，大型で強い勢力の台風 23 号が接近する状況のもと，富山湾において錨泊中，湾内に吹

き込む北東風と高いうねりを受けるようになり，機関を使用して支えていたが，やがて走錨して

港内の浅所に乗り揚げ，防波堤に打ち寄せられた。 

海難の概要 

守錨基準による錨泊方法 

帆船操典の中で守錨基準が「風速 25m/s 以上で，錨

鎖 9節と振れ止め錨 3節を使用し，機関と舵を用意す

ること」となっており，基準どおりで大丈夫と思った。

地元の声も参考に 

 水先人から「その錨地では危険なので七尾湾に避難

するように」との伝言があったが，七尾湾には避泊船

が多いと予測し，そのまま錨泊を続けることにした。

こんな事情も 
あったんだね！ 

10/18 18:00 
最大風速 40m/s 

10/20 13:00 
最大風速 40m/s 

富山湾 

10/20 18:00 

最大風速 35m/s 

強風域 

南東 800km，北西 500km

暴風域 

南東 280km，北西 170km

平成16年台風23号の経路 

10/21 03:00
温帯低気圧になる。

乗揚に至る経緯 
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  乗揚に至 case４ （海王丸）る経緯 

 

 

 

 

 

case４ （海王丸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港 界 

伏 木 富 山 港 

外 港 

検疫錨地 

富 

山 

航 

路 

富山区 
富山市岩瀬天神町 

100 0 500 1000 1500m

3 時間 7分前 

走錨開始 

2 時間 55 分前 

船長が走錨を

確認 

2 時間 47 分前 

左舷錨から揚

錨開始 

22 分前 

激しい船体の動

揺によって底触 

 

伏木富山港 

富山湾 

日本海 

能登半島 

七尾湾 
15 時間 32 分前 

錨泊開始（右舷錨鎖 7節） 
 テレビ，インターネット等で気象

情報を収集 

10 時間 47 分前 2 人当直体制に強化 

8 時間 17 分前 

 北東風が強まったので，右舷錨鎖を

9 節に延長し，振れ止め錨として左

舷錨鎖 3節を使用

外防波堤基部の消波ブロックに乗揚

（10 月 20 日 22 時 47 分） 

錨泊地点 
水深：17m 

底質：砂

2時間 37 分前 

左舷錨 2 節を残して揚

錨機が過負荷運転とな

り，揚錨不能となる。 

機関を使用して圧流防

止措置をとる。 

1 時間 47 分前 

波高 6m 

全速力前進をかけ

ても圧流が続く。 

富山湾は，湾口が北から北東方に大きく開いて波浪が侵入しやすく，台風の左

半円に入って長時間沖合からの北東風が連吹すると，波浪が侵入するようになる。

また，湾奥部では，水深が急に浅くなっているので波高がかなり高くなる。

富山湾の特徴 

台風の左半円でも油断は大敵！  
  台風の左半円だからといって安心はできません。周辺の気圧配置や温度場の影響を受け
て，台風の左半円でも強風が卓越することがあります。今回の台風 23 号では，台風の風と
高気圧の風が重なって富山湾一帯で強い北東風が吹いたようです。 
 また，錨泊中においては，風はもとより，波浪の影響が大きいことに注意が必要です。 

錨 ：3.24 トンの AC14 型錨 

錨鎖：両舷各 10 節（1節 27.5m） 

波の力も大き

いんだね！ 

Case2 
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0
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富山湾 

伏木 
富山 

富山 

伏木 

風向 

K 丸 乗揚 

K 丸 走錨開始 

(m/s) 

風速 

富山・伏木で観測された風向風速 (地上気象) 

[2004 年 10 月 20 日 13 時～21 日 12 時] 

(時) 

県名 （官署名） 

(m/s) 
0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 
新潟（新潟） 

富山（富山） 

〃 （伏木） 

石川（金沢） 

〃 （輪島） 

東京（東京） 

〃 （大島） 

千葉（銚子） 

〃 （館山） 

〃 （千葉） 

神奈川（横浜） 

静岡（静岡） 

〃（御前崎） 

〃（石廊崎） 

愛知（名古屋） 

〃（伊良湖） 

〃 （尾鷲） 

 各気象官署の最大風速・最大瞬間風速[19-21, Oct. 2004] 

 通常の錨泊 （風速 20m/s 以下）  

錨鎖の長さ（ｍ） ＝ ３Ｄ ＋ ９０ 
 ＊不用意の間に突発的に起こる風が遮蔽されている泊地にいる場合 
  

荒天碇泊 （風速 30m/s 以下〕 

錨鎖の長さ（ｍ） ＝ ４Ｄ ＋ １４５ 
＊荒天に際し最も危険なのは，外海に暴露している泊地並びに流潮の大きな泊地である。前者は波

濤のため大きな縦動を起こし，後者は風潮の不一致により大角度の振れ回りを生じ，ともに走錨

の原因をなすものとする。このような泊地では，時機を失せずに抜錨出港し，沖合において天候

の回復を待つことを安全とする。 
 

1.8 倍 

1.7 倍 

2.4 倍 

1.8 倍 

1.5 倍 

2.3 倍 

1.7 倍 

2.1 倍 

2.5 倍 

2.0 倍 

1.7 倍 

2.1 倍 

1.9 倍 

3.2 倍 

旧日本海軍が使用していた「操艦教範」の記載を紹介します。 
 

Ｄ: 高潮時の水深（ｍ）

コラム 

 

最大瞬間風速は最大風速の何倍？ 

 
平成 16 年の台風 23 号接近時に各地の気象官署で観測された，最大風速(10 分間平均風速

の最大値)と最大瞬間風速(瞬間風速の最大値)とを比較してみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
最大瞬間風速の最大風速に対する比率の平均値が 2.0 倍となっており，特に，風に対する

遮蔽物が少ない海上では，少なくとも平均風速の 1.5～2 倍の最大瞬間風速を見込んでおく必
要がある。 

 

錨鎖は何メートル必要？ 

 

 

 

 

最大風速 
最大瞬間風速 

 
最大瞬間風速 

最大風速 

2.1 倍 

2.8 倍 

1.8 倍 

上記の略算式は，あくまでも目安の一つです！ 
台風との位置関係，風向・風速，錨地の広さと錨泊船の状況，水深・底質，
うねりの侵入の有無などを考慮して錨地を選定し，ベストな錨泊方法と錨鎖
長を決定しましょう。 
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Ｂ号：木材運搬船 3,249 トン 乗組員 18 人(国籍ロシア) 原木 3,217 ㎥ 
船長：56 歳 海上経験 33 年 船長経験 8箇月 広島港は初入港 
発生日時・場所：平成 16 年 9 月 7日 15 時 00 分 広島港第 3区(岸壁係留中) 
気象等：雨 南風 風力 11 波高 3m 高潮時 
死亡者：乗組員 4人（溺死） 

Case3 岸壁に係留したまま台風の通過を待った外国船が沈没 

 
Ｂ号は，広島港内で岸壁係留中，港長から台風接近に伴う港外への避難勧告を受けたにもかかわ

らず，速やかに港外の安全な海域へ避難せず，接近する台風 18 号の強風と波浪により，係留索が切
断されて船体が岸壁に衝突，破口が生じて浸水・沈没した。 

海難の概要 

9 月 7 日 12 時 

中心気圧 945hPa 

最大風速 40m/s 

暴風域半径 

 南東 170km 

 北西 150km 

9 月 7 日 15 時 

中心気圧 950hPa 

最大風速 40m/s 

暴風域半径 南東 170km 

      北西 130km 

暴風域

● 
広島港 

広 島 

最大風速 

33.3m/s 南風(14:40) 

最大瞬間風速 

60.2m/s 南風(14:20) 

係留索切断 岸壁へ激突 

係留索8本（太さ60・80mm） 

右舷錨 6 節 

係留索8本追加

係留索計 16 本

アフタースプリング

ライン切断 

左舷船尾外板に破口

機関室浸水 

台風 18 号経路図

広島県 

廿日市市 廿日市木材岸壁 

500 250 0 250m 

港界 

広島港 

貯木場 

係留索追加 着岸時 

Ｂ号の着岸地点 

21 時間前
10 時間前

6時間 15 分前

6時間前

4時間 55 分前

約 4時間前

約 1時間前

19 分前

第一警戒態勢発動（避難準備体制） 
第二警戒態勢発動（避難勧告） 
暴風・波浪警報，大雨・洪水高潮注意報
（広島地方気象台） 
代理店から連絡 
船長は，避難勧告が発動されているの
で，港外に避難するよう代理店から連絡
を受けたが，数時間で台風は通過するの
で，岸壁係留の方が安全と思い，速やか
に港外の安全な場所へ避難せず。 
台風 18 号長崎市に上陸 
大型で強い勢力を維持したまま長崎市
付近に上陸 
暴風・波浪・大雨・洪水・高潮警報 
岸壁係留続行 
代理店から避難を強く促され，タグボー
トを手配しようとしたが，荒天のためタ
グボートの支援が得られず，やむなく岸
壁係留を続ける。 
岸壁に衝突 
波高約 2m となったとき，アフタースプ
リングライン切断，スターンラインがビ
ットから外れ，船体動揺により左舷船尾
外板が岸壁に激しく衝突 →  
機関室に破口が生じて浸水 
船体動揺等で退船できない状況となる。
遭難信号発信 
傾斜が 35 度となったときＶＨＦにより
遭難信号発信 → 沈没 

「避難勧告」とは？ 

「避難勧告(Recommendation)」は,船舶の運航

が困難になる前に避難が完了するよう，港長か

ら在港船舶に対して発令されています。 

防波堤がなく南

方からの風浪の

影響を直接受け

る状況 

波高約 2m

岸壁に圧着し

ちゃうよ！ 

外国船は， 
「Recommendation」

の意味合いを十分

に理解しているの

かなぁ？ 



 

- 12 - 

 

伏木富山港万葉ふ頭 1号岸壁に左舷係留 
右舷錨鎖 5節使用 
船長は，台風情報により，伏木富山港が暴

風域に入るおそれがあることを知ったの

で，代理店に，波浪を避けられる伏木区の

岸壁の使用許可を取ってほしいと連絡 

Ａ号の隣接バースに着岸中のロシア海洋調

査船が，伏木区左岸 3 号岸壁(★)に早期避

難･･････無事凌ぎきる。 

代理店から伏木区左岸 2 号岸壁(★)の使用

許可が取れたと連絡あり。 
 
○このころ台風は宮崎県南東方にあり，速
度を速めながら北東進。富山湾では，昼前
には風波が強まることが予測された。 

▲Ａ号は，ウラジオストク港と伏木富山港との間を年間約

50 航海していた。 
▲船長は，Ａ号の船長としての乗船期間が長く，伏木富山

港の港内事情を良く知っており，荒天時には，引き船の

支援が受けられなくなることを前任船長から引き継い

でいた。 
▲船長は，台風 23 号発生時から情報を入手していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ａ号：旅客船 4,254 トン 乗組員 62 人(国籍ロシア) 乗客 44 人 乗用車 87 台  

      ウラジオストク港→伏木富山港 

船長：57 歳 海上経験 30 年 船長経験 20 年 

発生日時・場所：平成 16 年 10 月 20 日 21 時 10 分 伏木富山港万葉ふ頭 1号岸壁(係留中) 

気象等：雨 北北東風 風力 11 上げ潮中央期 

Case4 避難時機が遅れて離岸できなくなった旅客船が岸壁係留中に沈没 

Ａ号は，伏木富山港の万葉ふ頭に左舷係留し，乗用車の積み込み作業を行っていた。 

船長は，台風情報を入手し，台風 23 号が接近するおそれがあることを知っていたが，風が強く

なるまでには積み込み作業を終えることができるので，それから内港へ避難すれば良いと考え，

早期避難を行わずに作業を続けた。ところが，Ａ号が作業を終えるころには，既に風が強く，波

浪が大きくなっていたため，新湊区や伏木区から離岸のための引き船の来援が得られなかった。

Ａ号は，やむなく係留索を増やして岸壁に係留したまま台風の通過を待つことにした。やがて

風速が 20m/s を超え，Ａ号の左舷側が岸壁に激しく打ち付けられるようになり，外板に生じた亀

裂から海水が流入して船体が傾斜・水没し，着底した。 

海難の概要 

岸壁付近での風がそれほど強くない上，昼前に
は荷役作業を終えることができそうだったの
で，早期避難を行わなかった。 

水没に至る経緯 

代理店は，着岸中の岸壁が波浪の影響を受けや
すいことを知っていたが，避難については，船
長が判断すべきことなので，あえて進言しなか
った。 

一方 

しかし 

18 日 08:30 

 
19 日 15:00 

 
 
 
20 日 06:00 

 
 

09:00 
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11:40 北北東の風 10m/s 

荷役作業が終了し，代理店に引き船の手配を依頼

11:45 新湊区や伏木区にいた引き船は，既に大時化にな

っていたため，万葉岸壁に向かうことができず。

13:20 引き船の支援が得られなかったので離岸できず。

北北東の風 15m/s を超え始めたので，万葉ふ頭で

増しもやいを取って凌ぐことに。 

 

ＰＯＩＮＴ！！ 

◆ 隣接バースに着岸していたロシア海洋調査船の例からも，引き船の来援が可能な時機に

避難をしていれば，この海難は防止できました。 
→ 船長は，自船にとって最悪のシナリオを想定し，早期避難の励行を！ 

◆ 何回も本邦各港に入出港したことのある外国船でも，台風との遭遇や台風避難の経験は

それほど多くないはずです。台風や避難海域などについての情報不足から海難に遭遇す

る外国船も少なくありません。 
→ 「避難については船長判断だから」と言わずに，代理店は十分な情報提供 
と避難予定の確認を！ 積極的な助言が不可欠です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

  

 

 

17:00 頃 北北東の風 20m/s 

   左舷外板が岸壁に繰り返し衝突し始める。 

19:30 ツインデッキ左舷中央部船室の船窓付近に亀烈 

が生じ，海水が流入 

21:10 船体が左舷側に30度傾斜→総員が岸壁に退避し

て無事 

係留索追加 

係留索 10 本 
(直径 80 ミリ) 

係留索 
10 本追加 
(直径 120 ミリ)

着岸時 

～平成 16 年台風 23 号の経路～ 

 20 日 18 時 
暴風域 
南東 280km,北西 170km 

 
20 日 17 時 
暴風域 
南東 280km,北西 170km

15 時 

13 時 
12 時 

20 日 09 時

21 日 00 時

 
20 日 21 時 
暴風域 
南東 280km,北西 170km 

Case4

タグボートも海が

時化たら支援に来

られないよ！ 

18 日 08:30 

20 日 13:20 

・
・
・
・
・
・ 
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Case7 着岸操船中の旅客船が強風に圧流されて乗揚 

9 月 30 日 09 時 00 分 Ｆ号京浜港外に到着 
荷役待ちのため錨泊開始 
船長は，台風が翌日の真夜中に東京湾を通過

すると知り，当初の予定通り翌日 17 時に出航
すれば，避難に時間的余裕があると考える。 
船長は，その後の台風情報を入手せず，台風

が増速して当初の予報より早く接近している
ことに気付かなかったため，早期に出航して避
難海域と決めていた駿河湾に向かわなかった。

～自動車専用船の特徴～ 

● 「船体の深さに対して喫水が浅い」 
→風圧面積が大きく，風の影響を受けや

すい。 
● 「船首フレアーが大きい」 

→荒天航海で船首方から大波を受ける

と，ピッチングが激しくなり，波の衝

撃が大きくなって速力が低下する。 
→台風などの荒天時には，レーシング

（※）が引き起こされ，機関回転数の

制御が困難になり，船速が著しく低下

する。 
※ レーシング：船体の動揺によって，プロペラが一時的

に海面上に露出し，空転する現象 

9 月 30 日 09 時・15 時発表予報 

「1日 24 時：伊豆半島付近」 

21 時発表の予報 

「1 日 24 時：三浦半島付近」 

10 月 1 日 03 時発表の予報 

「1日 22 時：三浦半島上陸」 

Ｆ号：自動車運搬船 56,835 トン 乗組員 24 人(国籍フィリピン) 

自動車等 3,885 台 京浜港横浜区→駿河湾（避難海域向け航行中） 

船長：55 歳 海上経験 32 年 船長経験 7年 日本への寄港経験約 100 回 

発生日時・場所：平成 14 年 10 月 1日 19 時 00 分 伊豆諸島大島竜王埼付近 

気象等：雨 東南東風 風力 12 波高 10m 

Case5 避難海域に向かう自動車運搬船が荒天下で操船不能となって乗揚 

 
Ｆ号船長は，平成 14 年台風 21 号が東京湾に接近する状況下で，京浜港横浜区で着岸して荷役中，

台風の速度が速くなって避難時機が遅れ，避難海域とした駿河湾に向けて航行中，大島東方沖合に

おいて，台風の右半円の暴風域に入って操船不能状態に陥り，圧流されて陸岸に乗り揚げた。 

海難の概要 

船首フレアー 
(上部が外方に広が

っている部分) 

～平成14年台風21号の経路～ 

台風は，徐々に進行速度を上げつつ北上中だが・・

10 月 1 日 08 時 42 分 大黒ふ頭に着岸 
船長は，代理店から 14 時までに港外へ避難
するよう京浜港長の避難勧告が出る予定と
連絡を受け，14 時出航と決定 
台風の進行速度が速いことに気付かず。 

13 時 30 分 積荷役中止 
14 時 06 分 駿河湾向け出航 
しかし，この時点ですでに暴風域に入ることは
避けられない状況に・・・ 

9 月 30 日 15 時 

10 月 1 日 03 時 

09 時 

21 時 

35° 

30° 

北緯 25° 

東経 

135° 

140° 

145° 

12 時 
暴風域 

東側 190km 

西側 150km 

進行速度 50km/h 

15 時 
暴風域 

東側 220km 

西側 150km 

進行速度 60km/h 

18 時 
暴風域 

南東側 190km 

北西側 110km 

進行速度 65km/h 

大島 

北太平洋 

駿河湾 

 

日本船の場合，テレビなどから最新の台風情

報を入手することができますが，外国船は，言

葉の問題などからそうはいきません。 

外国船が台風に関する詳細な情報を入手する

には，代理店からの積極的・継続的な情報提供

が不可欠です。 

船長は，台風や避難地点についてできる限り

早い段階で助言を求めるようにしましょう。 

外国船が得る情報にタイムラグが 

台風の予想位置の変化 

9月30日 

10 月 1 日 

早く避難し

なくちゃ！ 

19 時 
乗揚時の台風位置
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  乗揚に至る経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「9～10 月に日本に接近する台風は，北緯 30 度付近から 
一気に進行速度を速める傾向があるんだよ。」 

日本には台風にまつわる多くの金言がありますが，外国人船員にとっ
ては，こういった知識を得るのも難しいということを，我々日本側は認
識しなければなりません。日本側の役割として，最新の台風情報を提供
するだけでなく，避難予定を確認し，避難時機が遅れないようにサポー
トすることが不可欠です。 

大島 

竜王埼灯台 

神奈川県 

東京湾 

房総半島 

相模灘 

大島 

竜王埼灯台 

浦
賀
水
道

1 0 15 海里 5 10 

3 時間前 当直体制 

船長：操船指揮 

一航士：船長補佐 

甲板手：手動操舵 

甲板員ほか 1 名：見張り 

二機士ほか 2 名：機関当直 

2 時間 33 分前 定針・圧流 

針路 200 度当て舵 5～15 度 

風力 9 の東寄りの風と 7m の

波浪により，5度右方に圧流

されながら進行 

船長は，台風の速度が速まっ

ていることを初めて知る。 

2 時間前 右舷側に傾斜 

右半円の暴風域に入って風速 25～

40m/s となり，時折 50m/s の突風を

伴う，波高 9m 

Ｆ号は強風により右舷側に傾斜し

た状態で続航 

1 時間半前 風浪により減速 

風速 40m/s が連吹して，Ｆ号は縦揺れ・

横揺れを繰り返し，機関回転数が低下，

平均 7.9 ノットの速力で，一層右方に圧

流されながら，211 度の実効針路で進行

50 分前 前進力喪失 

レーシングにより機関が過回転を起こ

し突然停止，再起動したが，回転数がな

かなか上がらず，前進力が失われ，左舵

35 度をとるも，姿勢制御ができず操船

不能となり，240 度の方向に 2.5 ノット

の速力で圧流され始める。 

30 分前 速力 0ノット 

機関回転数が毎分 65 となった

が，前進できずに船首が 150 度

を向いたまま圧流される。 

乗揚 

船尾が水深 8m の

浅所に乗揚 

乗揚後，波浪などの

影響により，船体が

反時計回りに旋回

して，北方に移動 

0 100 500m 

0 10 30km 

約 2 ヶ月後，火災により全損 

剣埼 

三浦半島

天気のことわざ 

「秋の台風は韋駄天で風が強い」 

秋は上空の偏西風が強く，台風の 

速度は夏に比べて，速くなります。 

 

EＳE 

ふ～ん 

Case5 
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最近では，台風が日本に上陸するたびに，外国船による海難が数多く発生しています。

外国船による海難は深刻な被害をもたらすのが特徴的で，船舶が全損し，多くの死亡者・

行方不明者が発生するケースが多くなっています。 

外国船がこのような海難を起こしやすい理由として，下記のようなことが挙げられます。 

（１）台風の危険性に対する認識が不十分であること。 

（２）台風避難の経験が少ないこと。 

（３）台風や避難海域に関する最新の情報を入手するのが困難なこと。 

また，着岸中に岸壁に衝突し，沈没に至る事故が度々発生しています。台風の危険性に

対する認識の甘さや情報が不足していたことなどから，必要な措置をとるのが遅れ，海難

に至っています。 

 

 

 

 

台風による海難を防止するためには，できる限り多くの情報を収集し，できる限り速や

かに措置をとることが重要です。 

避難場所の決定に際し，風向や台風の勢力を予測するためには，気象予報が参考になり

ますが，地理的な特徴や台風接近時の風向・風速は，それぞれの港ごとに大きく異なりま

す。入港する港ごとに，最大風速，風向，波高，適切な避難地点などのきめ細かな情報を

入手することを強く推奨します。 

 

 

 

 

 教訓を活かして台風海難の防止を・・・ 

情報を入手して風を予測しよう！ 

台風の危険性に対する心構えを！

ご意見をお待ちしております。 

〒100－8918 

東京都千代田区霞ヶ関２－１－２ 

高等海難審判庁 総務課  

 

e-mail  maia＠mlit.go.jp 

TEL ０３－５２５３－８８２１ 

FAX ０３－５２５３－１６８０ 

URL mlit.go.jp/maia/12english/english_top.htm 
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